
「デマンドタクシー」が変わります②
戸籍の電算化がはじまります④
平成22年度まちづくり助成事業を募集します⑥
平成22年度福祉事業のご案内⑩
介護保険料・後期高齢者医療保険料を
　　　　　　　　　　　　　　平準化します⑫

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.lg.jp編集と発行／白鷹町総務課

　ヤナ開きまつり　　―　ほら、つかまえたよ！　―
　４月29日から５月５日まで、道の駅白鷹ヤナ公園で第24回ヤナ開きまつりが行われました。快晴となった３日、魚のつか

みどりに多くのチビッコが挑戦。特設水槽のまわりを取り囲み見守る保護者を前に、ずぶ濡れになりながら動きの速い魚を

一生懸命つかまえようとしていました。
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町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
よ
り
使
い
や
す
く

 
地
域
の
足

　「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」

が
変
わ
り
ま
す

6/1から

　

こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
や
利
用

者
の
か
た
が
た
の
ご
意
見
・
ご
要

望
を
お
聞
き
し
て
、
よ
り
一
層
便

利
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

　

現
在
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は

町
内
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
運
行
し

て
い
ま
す
が
、
川
西
エ
リ
ア
と
川

東
エ
リ
ア
と
の
エ
リ
ア
分
け
が
あ

り
ま
す
。

　

６
月
か
ら
は
そ
の
エ
リ
ア
分

け
を
な
く
し
て
町
内
全
域
を
ひ

と
つ
の
エ
リ
ア
と
す
る
こ
と
で
、

町
内
ど
こ
で
も
乗
り
降
り
自
由

に
、
そ
し
て
町
内
ど
こ
ま
で
で
も

５
０
０
円
（
障
が
い
の
あ
る
か
た

は
２
５
０
円
）
で
行
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
に
も
発
車

時
刻
、
利
用
料
金
、
予
約
受
付
な

ど
に
つ
い
て
も
変
更
を
行
い
ま
す
。

詳
し
い
運
行
計
画
や
利
用
方
法
は

次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」っ
て
？

　デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
通
常

の
タ
ク
シ
ー
と
は
異
な
り
、
予
約

し
て
い
た
だ
い
た
か
た
を
順
番
に

迎
え
に
行
き
、
低
料
金
で
目
的
地

ま
で
送
迎
す
る
他
の
人
と
の
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
で
す
。
利
用
さ
れ

る
か
た
は
、
事
前
登
録
と
利
用
す

る
前
の
電
話
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

■問い合わせ
　総務課企画調整係
　☎85－6123

川
西
・
川
東
エ
リ
ア
の
区
別
が
な
く
な
り
、

発
車
時
刻
・
予
約
受
付
方
法
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

運
転
手
さ
ん
の
声

　

平
成
20
年
８
月
か
ら
運
行
開
始

さ
れ
た
デ
マ
ン
ド
で
す
が
、
ご
自

宅
の
戸
口
か
ら
目
的
地
の
戸
口
ま

で
送
迎
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
か

ら
、
多
く
の
利
用
者
の
か
た
か
ら
、

「
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の

言
葉
を
か
け
ら
れ
ま
す
。

　今
回
、
運
行
エ
リ
ア
や
運
行
回

数
、
予
約
方
法
な
ど
が
変
更
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
町

民
の
み
な
さ
ん
の
「
足
」
と
し
て

上
手
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　な
お
、
事
情
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ

ル
な
ど
利
用
変
更
す
る
場
合
は
、

予
約
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
い
た

だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

※
過
去
に
、
利
用
者
を
探
し
続
け

　た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。



運行エリア 「白鷹エリア」 として、 町内全域をひとつのエリアとします。

発車時刻 午前８時、 ９時、 10 時、 11 時、 12 時、 午後１時、 ２時、 ３時、 ４時　　計９便

到着時刻
同じ便の予約状況によって、 待ち時間が変わります。
時間に余裕を持ってご利用ください。

運  行  日 月曜から金曜の週５日　※ 土日、 祝日、 年末年始 （12/29 ～ 1/3） は休み

料　　　 金

１回　５００円
　※障がいのあるかたは障害者手帳を提示いただくと 250 円 （半額） で利用できます。
　※ 回数券 （100 円券 11 枚つづり１冊 1,000 円） も利用できます。
　※ 未就学児は無料

予約方法
「白鷹町デマンドタクシー予約センター」 に電話し予約してください。

☎ 85 － 0365

受  付  日
日曜日 （ただし、 日曜から連休が続く場合は連休最後の日） と、 月曜から金曜の平日
　※ 乗りたい日の前日まで予約が必要です。 ただし、 午後１時以降の便については、
　　当日の午前９時～ 11 時の間で予約ができます。

受付時間 午前９時から午後５時

※利用するには、 まず登録が必要になります。 「利用登録申込書」 に必要事項をご記入のうえ、

　役場総務課企画調整係に郵送、 ファックスまたは持参などでお申し込みください。 利用登録申込書は、

　町ホームページなどから入手できます。 電話でも登録申込みができます。

☆すでに登録されているかたは、 利用登録申込みの必要はありません。

　　 広報しらたか　2010.5.12●3

デマンドタクシーの運行は、６月１日より次のとおり変わります

（１）運行計画（青色部が変更点です）

※運行日と予約受付日については、「広報しらたかおしらせ版」に「運行日・予約受付日カレンダー」として掲載す
　る予定ですので、ご覧ください。

（２）予約受付計画（青色部が変更点です）

利
用
者
の
声

　①

　買
い
物
や
通
院
な
ど
で
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
は
、
午
前
中
に
診
察

が
終
了
し
て
も
、
午
後
１
時
の
便

ま
で
待
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
12
時
の
便
が
増
便
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
大
変

便
利
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
有
効
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

利
用
者
の
声

　②

　デ
マ
ン
ド
は
、
１
回
５
０
０
円

と
い
う
低
料
金
で
利
用
で
き
る
の

で
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
の
変
更
で
、
日
曜
日
に
予

約
で
き
る
こ
と
、
午
後
の
便
だ
と

当
日
午
前
の
予
約
で
利
用
で
き
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
大
変
使
い

や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

デマンドを待つ利用者

予約の流れ（例：自宅から病院まで行く場合）

①利用者の確認 ②利用日などの確認 ③目的地の確認 ④帰りの便の確認

電話番号 85－○
○○○の白鷹太郎
です。デマンドタ
クシーの予約をお
願いします。

明日の９時の便を
お願いします。

自宅から病院まで
です。

帰りもお願いしま
す。病院から自宅
まで 12 時の便で。

白鷹太郎さんです
ね。いつの便を予
約しますか？

明日の９時の便で
すね。どこから乗
りますか？

自宅から病院まで
ですね。帰りの便
はどうしますか？

かしこまりました。
（予約内容の確認）
それでは自宅でお
待ちください。

利用者

予約センター
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見やすく　より便利に

戸籍の電算化が始まります
　

町
で
は
、
戸
籍
謄
（
抄
）
本
を
わ
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
速
や

か
に
交
付
で
き
る
よ
う
、
戸
籍
事
務
を
電
算
化
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

処
理
）
し
、
証
明
書
を
６
月
28
日
（
月
）
か
ら
発
行
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、戸
籍
の
届
出
や
戸
籍
謄（
抄
）本
の
交
付
申
請
手
続
き
は
、

戸
籍
が
電
算
化
さ
れ
て
も
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
数
料

も
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

６月 28日（月）～

【地番表示の例】

大字荒砥甲百拾壱番地の弐

大字荒砥甲１１１番地２

【置き換えられる文字の例】

電
算
化
の
対
象
と
な
る
人
は
？

　

白
鷹
町
に
本
籍
の
あ
る
か
た
で

す
。
白
鷹
町
に
住
民
登
録
を
し
て

い
て
も
、
本
籍
が
町
外
に
あ
る
人

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

電
算
化
す
る
と
？（
変
更
点
）

①
Ｂ
４
版
縦
書
き
か
ら
Ａ
４
版

　

横
書
き
に
な
り
ま
す

…
本
籍
、
筆
頭
者
、
氏
名
、
生
年

　

月
日
、
父
母
の
氏
名
、
続
柄
、

　

出
生
事
項
、
婚
姻
事
項
な
ど
項

　

目
ご
と
横
書
き
に
な
り
ま
す
。

②
地
番
表
示
が
変
わ
り
ま
す

…
本
籍
の
地
番
表
示
に
用
い
る
数

　

字
が
、
漢
数
字
か
ら
算
用
数
字

　

に
変
わ
り
ま
す
。
枝
番
が
付
い

　

て
い
る
場
合
は
、「
の
」
が
省
略

　

さ
れ
ま
す
。

③
短
時
間
で
発
行
で
き
ま
す

…
手
作
業
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処

　

理
に
な
る
た
め
、
待
ち
時
間
が

　

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
相
続
に
必
要
な
戸
籍

　

（
除
籍
）
な
ど
の
発
行
は
、
大

　

幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

④
文
字
を
常
用
漢
字
に
置
き
換

　

え
ま
す

…
電
算
化
さ
れ
た
戸
籍
に
使
わ
れ

　

る
文
字
は
、「
常
用
漢
字
」「
人

　

名
漢
字
」「
漢
和
辞
典
に
載
っ

　

て
い
る
文
字
」な
ど
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
、
手
書
き

　

の
た
め
、
書
き
癖
や
略
字
、
誤

　

字
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
常
用

　

漢
字
な
ど
に
置
き
換
え
ま
す
。

　

該
当
す
る
か
た
に
は
、
５
月
末

　

に
郵
送
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

　

す
。

③
短
時
間
で
発
行
で
き
ま
す

　

理
に
な
る
た
め
、
待
ち
時
間
が

　

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

（
除
籍
）
な
ど
の
発
行
は
、
大

　

幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

④
文
字
を
常
用
漢
字
に
置
き
換

　

る
文
字
は
、「
常
用
漢
字
」「
人

　

名
漢
字
」「
漢
和
辞
典
に
載
っ

　

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
、
手
書
き

　

の
た
め
、
書
き
癖
や
略
字
、
誤

　

字
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
常
用

　

漢
字
な
ど
に
置
き
換
え
ま
す
。

　

該
当
す
る
か
た
に
は
、
５
月
末

　

に
郵
送
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

　

す
。



名称・内容 会場・相談曜日・時間 担当・連絡先
心の健康相談
　わけもなく憂うつだ、お酒がやめられない
　等について精神科医師、保健師が相談をお
　受けします。

●長井会場（置賜総合支庁西庁舎）
　・第 3水曜　午前 10 時～
○米沢会場（置賜保健所）
　・第 2木曜　午後２時 30 分～

要予約
置賜保健所
地域保健予防課
精神保健福祉担当
☎ 0238 － 22 － 3015

思春期・青年期こころの相談

　ひきこもりや不登校、摂食障害等について
　精神科医師、保健師が相談をお受けします。

○米沢会場（置賜保健所）
　・第 3火曜　午後１時 30 分～
　・第 4木曜　午後１時 30 分～

子育て支援相談
　子育ての悩みや、育児ストレス等について
　臨床心理士が相談をお受けします。

●長井会場（置賜総合支庁西庁舎）
○米沢会場（置賜保健所）
　・それぞれ年７回実施

要予約
置賜保健所
地域保健予防課
保健支援担当
☎ 0238 － 22 － 3205

こどもの相談
　お子さんの身体面、精神面について小児科
　医師が相談をお受けします。

●長井会場（置賜総合支庁西庁舎）
　・年４回実施
○米沢会場（置賜保健所）
　・年３回実施

女性の健康相談
　女性の心身の健康ついて保健師が相談
　をお受けします。

○米沢会場（置賜保健所）
　・毎週火曜　午後１時～

　　 広報しらたか　2010.5.12●5

　電算化後の戸籍「全部事項証明」※イメージ

⑤
証
明
の
呼
び
方
な
ど
が
変
わ

　

り
ま
す

・「
戸
籍
謄
本
」

　
　↓
「
全
部
事
項
証
明
書
」

・「
戸
籍
抄
本
」

　
　↓
「
個
人
事
項
証
明
書
」

・
公
印

　
　「
朱
色
」
↓
「
黒
印
」

電
算
化
前
の
戸
籍
と
附
票
に

つ
い
て

　現
在
使
用
し
て
い
る
戸
籍
は
、

平
成
改
製
原
戸
籍
と
し
て
保
管
さ

れ
ま
す
。

　電
算
化
以
前
に
死
亡
や
婚
姻
な

ど
で
戸
籍
か
ら
除
か
れ
た
人
は
、

電
算
化
後
の
戸
籍
に
は
記
載
さ
れ

ま
せ
ん
。
相
続
な
ど
で
必
要
な
場

合
は
、
平
成
改
製
原
戸
籍
を
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
白
鷹
町
に
本
籍
が
あ
る

人
の
住
所
の
異
動
を
記
録
し
て
い

る
、
戸
籍
の
附
票
も
電
算
化
さ
れ
、

現
在
使
用
し
て
い
る
附
票
は
、
平

成
改
製
原
附
票
と
し
て
保
管
さ
れ

ま
す
。

　附
票
に
は
、
電
算
化
さ
れ
た
時

点
の
住
所
が
記
録
さ
れ
、
そ
れ
以

後
の
異
動
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
電

算
化
前
の
記
録
が
必
要
な
場
合
は
、

平
成
改
製
原
附
票
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

　町
で
は
、
正
確
で
迅
速
な
窓
口

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
戸
籍
年
金
係

　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
２
９

平成22年度置賜保健所各種相談について
　置賜保健所では、各種相談を行っています。詳しい日程などについては、置賜保健所の各担当までお問い合わせ
ください。

※あらかじめ、電話でご予約ください。個人の秘密は守られます。相談は無料です。
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平
成
22
年
度
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業

助
成
を
希
望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業
と
は
…

　

地
域
や
集
落
ま
た
は
町
民
の
自
主
的
な
団
体
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り

団
体
が
、
幸
せ
を
実
感
し
、
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
住
み
良
い
ま

ち
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
自
主
的
・
計
画
的
な
活
動
を
応
援

す
る
事
業
で
す
。

　

助
成
総
額
は
２
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
！

　

ま
ち
が
…
地
域
が
…
元
気
に
な
る
事
業
、
ま
た
今
後
の
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
う
え
で
の
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
む
予
定
が
あ
り
、
助

成
を
希
望
す
る
み
な
さ
ん
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
場
合
に
よ
っ

て
は
「
こ
ん
な
事
業
を
考
え
て
い
る
の
だ
が
…
」
と
い
っ
た
皆
さ
ん

も
、
担
当
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
助
成
対
象
団
体
の
選
考
は
先
着
順
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
承
知
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
計
画
的
な
事
業
の
実
施
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
調
整
係

　

（
☎
85

－

６
１
２
３
）

助
成
の
対
象
と
な
る
事
業

①
地
域
づ
く
り
計
画
策
定
事
業

　

地
域
の
現
状
と
課
題
把
握
、
地

域
発
展
の
テ
ー
マ
づ
く
り
、
具
現

化
に
向
け
た
具
体
的
事
項
、
事
業

実
施
に
向
け
た
方
策
検
討
な
ど

②
地
域
づ
く
り
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
整
備
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
施
設
等
の

整
備
、
地
域
の
景
観
形
成
、
研
修

会
の
開
催
、
調
査
研
究
な
ど

③
生
涯
学
習
、
歴
史
・
文
化
事
業

　

講
演
会
、
講
習
会
、
研
修
会
の

開
催
、
歴
史
文
化
の
保
存
伝
承
、

郷
土
史
発
刊
、
郷
土
料
理
の
伝
承

・
活
用
、
新
た
な
芸
術
文
化
活
動

な
ど

④
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
拡
大
事
業

　

大
会
、
ま
つ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
都
市
交
流
な
ど

⑤
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
立
ち
上
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
、
特
産
物
の

開
発
な
ど

⑥
環
境
保
全
・
地
球
温
暖
化
対
策
事
業

　

ご
み
減
量
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
、
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
、
水
質

浄
化
活
動
な
ど

⑦
ま
ち
づ
く
り
団
体
直
営
事
業

　

団
体
の
構
成
員
が
協
力
し
て
、

公
園
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

等
の
維
持
管
理
作
業
な
ど
を
直
接

行
う
場
合
に
必
要
な
原
材
料
費
な

ど※
継
続
事
業
に
か
か
る
経
常
運
営

　

経
費
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り

　

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

手
続
の
方
法

(1)
申
請

　

事
業
の
助
成
を
希
望
す
る
団
体

は
、
ま
ず
「
協
議
書
」
を
町
に
提

出
し
ま
す
。
ま
た
事
業
の
計
画
性

を
高
め
る
た
め
、
協
議
書
の
受
付

は
原
則
と
し
て
「
毎
月
第
１
月
曜

日
ま
で
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

(2)
助
成
額

　

①
は
10
万
円
以
上
の
事
業
で
、

事
業
費
の
80
％
以
内
の
額
。
助
成

限
度
額
は
30
万
円
で
す
。

　

②
〜
⑥
は
10
万
円
以
上
の
事
業

で
、
事
業
費
の
50
％
以
内
の
額
を

助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
助
成
限

度
額
は
50
万
円
で
す
。

　

⑦
は
原
材
料
費
等
の
80
％
以
内

の
額
で
、
助
成
限
度
額
は
10
万
円

で
す
。

　

な
お
、
②
〜
⑥
の
中
に
一
部
⑦

の
団
体
直
営
の
内
容
が
複
合
し
て

い
る
よ
う
な
と
き
は
、
そ
の
部

分
の
み
80
％
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
限
度
額
は
50
万
円
で
す
。

(3)
助
成
金
の
交
付
決
定

　

提
出
い
た
だ
い
た
協
議
書
を
も

と
に
、
役
場
内
に
設
置
す
る
「
白

鷹
町
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業
選
定

委
員
会
」
で
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

白鷹町まちづくり助成事業

　

事
業
の
助
成
を
希
望
す
る
団
体

出
し
ま
す
。
ま
た
事
業
の
計
画
性

を
高
め
る
た
め
、
協
議
書
の
受
付

す
。

　

①
は

事
業
費
の

限
度
額
は

　

②
〜
⑥
は

助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
助
成
限

度
額
は

　

⑦
は
原
材
料
費
等
の

　

な
お
、
②
〜
⑥
の
中
に
一
部
⑦

分
の
み

　

提
出
い
た
だ
い
た
協
議
書
を
も

鷹
町
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業
選
定

委
員
会
」
で
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

⑤
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
、
特
産
物
の

開
発
な
ど

⑥

　

ご
み
減
量
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
、
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
、
水
質

浄
化
活
動
な
ど

⑦
ま
ち
づ
く
り
団
体
直
営
事
業

　

団
体
の
構
成
員
が
協
力
し
て
、

公
園
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

等
の
維
持
管
理
作
業
な
ど
を
直
接

行
う
場
合
に
必
要
な
原
材
料
費
な

ど

　

経
費
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り

　

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①
地
域
づ
く
り
計
画
策
定
事
業

　

地
域
の
現
状
と
課
題
把
握
、
地

域
発
展
の
テ
ー
マ
づ
く
り
、
具
現

化
に
向
け
た
具
体
的
事
項
、
事
業

実
施
に
向
け
た
方
策
検
討
な
ど

②
地
域
づ
く
り
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
整
備
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
施
設
等
の

整
備
、
地
域
の
景
観
形
成
、
研
修

会
の
開
催
、
調
査
研
究
な
ど

③
生
涯
学
習
、
歴
史
・
文
化
事
業

　

講
演
会
、
講
習
会
、
研
修
会
の

開
催
、
歴
史
文
化
の
保
存
伝
承
、

郷
土
史
発
刊
、
郷
土
料
理
の
伝
承

な
ど

④
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
拡
大
事
業

　

大
会
、
ま
つ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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白鷹町まちづくり助成事業

みなさんが主体となって行う事業を
　平成21年度「まちづくり助成事業」では、地域・集落あるいはＮＰＯ法人な

ど、町民の自主的な団体が自分たちの手でまちづくりに関する事業を行う場合、

その経費の一部を助成しました。

　地域づくりに関する事業や生涯学習、歴史文化事業、団体直営事業など地域の

かたがたが主役となった６件の事業が対象事業として取り組まれました。

平成21年度に応援した事業

 原のしだれ桜保存事業
　申 請 団 体　原のしだれ桜保存会　代表者　会長　金田芳宏
　認定事業費　273,000円　　　　　 助成金　136,000円
　樹齢500年と言われる「原のしだれ桜」の一部分の枯れ枝を、クレーンを利用して専門業者
による除去を行いました。枯れ枝落下防止の安全対策として、また、枯れ枝が幹にかける負担
を少なくして樹勢回復を目的に実施しました。

２　生涯学習、歴史・文化事業

 養蚕文化遺産保存修復事業
　申 請 団 体　桜の里づくり推進委員会　代表者　会長　今野國善
　認定事業費　529,305円　　 　　　　　 助成金　264,000円
　明治36年に制作され西高玉地内に伝わる繭（まゆ）で描かれた「繭文字額」が、劣化損傷が
著しいため保存修復作業を行いました。養蚕の繁栄と織物の技術向上等を願って制作された文
化財が、百余年の時を経て再び立派に蘇りました。

１　地域づくり事業

 折居遊園地内危険防止柵設置事業
　申 請 団 体　滝野区　　　　代表者　区長　小林正義
　認定事業費　157,500円  　　助成金　78,000円
　近隣住民や幼児児童の憩いの場や遊びの場となっている「折居遊園地」の敷地北側の斜面に、
転落防止用の安全柵を設置しました。
　より安全に安心して遊ぶことができる環境の充実が図られました。

応援

４　チャレンジ事業

 ＦＯＯＤエコプロジェクト しらたか 事業
　申 請 団 体　しらたか地域資源活用共同研究体　代表者　代表　太田荘一郎
　認定事業費　593,010円　　　　　 　　　　　　 助成金　265,000円
　豆腐店から出される「おから」や製菓店から出される「小豆の皮」などの廃棄物を有効活用
してペットフードや飼い主用のおやつを開発し、そのパッケージ開発や試験販売を実施しまし
た。資源循環型社会をペットフードやおやつをテーマに実証実験を行いました。

３　イベント・交流事業

 Long Ride しらたか事業
　申 請 団 体　ＮＰＯ法人しらたか　代表者　理事長　清野國夫
　認定事業費　895,000円　　　　　  助成金　400,000円
　「サイクリング」と「音楽」を融合する自転車塾（塾長：近藤房之助氏）イベントを開催し
ました。近年のエコ意識の向上等によって「自転車」が脚光を浴びており、今後、白鷹町をサ
イクリングコースとしてＰＲするＤＶＤの制作も行いました。

 荒砥地区子獅子育成事業と今後の使命の冊子発行事業
　申 請 団 体　荒砥地区子獅子育成保存会　代表者　会長　芳賀康雄
　認定事業費　470,000円　　　　　 　　　 助成金　235,000円
　荒砥・十王地区の子どもたちが継承してきた獅子舞の保存会活動が20年の節目を迎えたこと
から、これまでの足跡と今後の使命についての冊子を発行しました。
　今後の更なる元気な地域づくり、明るいまちづくり活動に子獅子の役割が期待されています。
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子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
！

　荒
砥
小
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
出
発
式

　４月27日、荒砥小学校で、「安全パトロー
ル隊」の出発式が行われました。６年目の
活動となる今年は、13の個人と１つの団体、
合わせて58人がパトロール隊員となり、Ｐ
ＴＡ会長から代表のかたに腕章が手渡され
ました。パトロール隊員は、小学生の登下
校に合わせて、屋外に立ったり、地域を巡
回することにより不審者などから子どもた
ちを守る活動を行います。黄色い腕章が目
印です。よろしくお願いします。

　５月２日から４日、ソフトボール場を主
会場に第19回しらたかソフトボールフェス
ティバルが開催されました。県内外から24
チームが参加し、開会式では荒砥高校の小
口真衣主将（白鷹西中卒）が選手宣誓し大
会がスタート。満開を迎えた桜のもと、選
手は元気いっぱいのプレーしていました。
今回が最後となったこの大会は、帝京安積
高校（福島県）の４年連続５回目の優勝で
幕を閉じました。

今
回
が
フ
ァ
イ
ナ
ル

第
19
回
し
ら
た
か
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

わ
た
し
た
ち
の
図
書
館

　

　文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

　平成22年度子どもの読書活動優秀実践図
書館として、町立図書館が文部科学大臣表
彰を受賞しました。図書館は、「お話の会」
（昭和62年から現在）や、「紙芝居フェステ
ィバル」などのイベントを開催し、子ども
たちが本と親しむ機会が増える活動を行っ
ており、それらの活動が認められ、今回の
受賞になりました。図書館では、今後さら
に子どもたちが本を手にとって読む機会を
増やしたいと考えているということです。

　４月27日から29日まで、山形県縦断駅伝
競走大会が行われ、28日に白鷹中継所を選
手が通過しました。今年から中継所が中央
公民館裏側の道路へ変更となり、荒砥高校
の全校生徒やあらと保育園の園児、東中学
生、地域の多くのかたが応援に駆けつけて
くれました。地元凱

がい

旋
せん

となる長井・西置賜
チームは、６位で白鷹中継所を通過し、３
日間の総合成績は７位とすばらしい走りを
見せてくれました。

た
く
さ
ん
の
応
援
が
後
押
し
！

　第
56
回
山
形
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

平
成
22
年
度

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
合
同
結
団
式

　

４
月
10
日
、
荒
砥
小
学
校
で
、

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
合
同
結
団

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
延
べ
24
団
体
５
０
７
人
と
な

り
、
竹
田
久
次
本
部
長
か
ら
各
団

の
代
表
者
に
団
旗
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
団
員
を
代
表
し
て
鮎
貝
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
山
口
啓
太

く
ん
が
、
全
国
統
一
の
「
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
員
誓
い
の
こ
と
ば
」
を

力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
導
者
を
代
表
し
白
鷹

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
村
上
幸
司
さ
ん
に
教

育
長
か
ら
委
嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
を
と

お
し
、
仲
間
の
大
切
さ
や
お
互
い

を
高
め
合
い
な
が
ら
活
動
す
る
喜

び
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。



今
年
も

に
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
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古
典
桜
の
里

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

町
農
業
委
員
に
佐
藤
定
敏
さ
ん

　置
賜
農
業
共
済
組
合
の
推
薦
に

よ
り
、
３
月
31
日
付
け
で
同
組
合

理
事
の
佐
藤
さ
ん
（
高
玉
）
が
町

農
業
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

荒
砥
郵
便
局

　様

　４
月
５
日
、
荒
砥
郵
便
局
（
佐

藤
敏
幸
局
長
）
よ
り
「
置
賜
さ
く

ら
回
廊
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
切
手
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

４
月
24
日
、
県
内

外
か
ら
約
80
人
の
か

た
が
参
加
し
、
桜
回

廊
花
ウ
ォ
ー
ク
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
赤

湯
駅
長
の
出
発
の
合

図
で
全
員
が
元
気
に

ス
タ
ー
ト
。
桜
は
ま

だ
つ
ぼ
み
の
状
態
で

し
た
が
、
10
・
５
㌔

の
道
の
り
を
楽
し
く

歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
、
釜
の

越
農
村
公
園
で
、
高

玉
芝
居
が
上
演
さ
れ

ま
し
た
。
３
年
ぶ
り

の
屋
外
上
演
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
か
た
が
楽
し
み
ま

し
た
。
役
者
の
吐
く

息
が
白
く
な
る
ほ
ど

気
温
が
低
く
な
る
中

で
し
た
が
、
あ
っ
た

か
い
上
演
で
し
た
。

　

４
月
26
日
、
町
内

で
一
番
早
く
咲
き

始
め
た
殿
入
桜
。
ま

だ
ま
だ
満
開
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
カ
メ
ラ

マ
ン
が
西
山
に
残
る

残
雪
と
桜
を
一
緒
に

撮
ろ
う
と
カ
メ
ラ
を

構
え
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
29
日
、
山
口

区
の
佐
野
稲
荷
神

社
で
お
祭
り
（
黒
獅

子
）
が
あ
り
ま
し
た
。

町
内
で
も
珍
し
い
１

つ
の
地
区
で
獅
子
舞

を
出
し
て
い
る
佐
野

地
区
。
桜
も
よ
う
や

く
咲
き
始
め
、
若
い

獅
子
連
の
力
で
、
獅

子
も
元
気
に
舞
っ
て

い
ま
し
た
。

　

５
月
２
日
、
釜
の

越
桜
が
満
開
を
迎
え

ま
し
た
。
多
く
の
お

客
さ
ま
が
そ
の
雄
大

な
桜
を
カ
メ
ラ
に
収

め
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
ふ
と
、
周
り

を
見
る
と
キ
ャ
ン
パ

ス
を
持
っ
た
か
た
が

…
。
桜
と
一
緒
に
撮

ら
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

５
月
２
日
、
八
乙

女
神
社
の
桜
も
満
開

で
見
ご
ろ
を
迎
え
ま

し
た
。
上
を
見
る
と

空
か
ら
降
っ
て
く
る

よ
う
な
桜
の
花
で
視

界
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
す
。
行あ

ん

灯ど
ん

も
設

置
さ
れ
、
夜
は
昼
と

は
ま
た
違
っ
た
き
れ

い
な
花
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。
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平
成
22
年
度
福
祉
事
業
の
ご
案
内

　

障
が
い
の
あ
る
か
た
も
、
高
齢
者
も
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
ご
案
内
し
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉

　

高
齢
者
や
家
族
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

 

① 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
八
乙
女
げ
ん
き
塾
事
業
）

条
件　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た
で
、
介
護
予
防

の
た
め
に
利
用
が
必
要
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
か
た

利
用　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
間

で
お
お
む
ね
１
回
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で

料
金　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
１
日
当
た

り
７
０
０
円

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

（
自
立
生
活
支
援
事
業
）

条
件　

65
歳
以
上
の
単
身
ま
た
は

高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
介
護
保

険
に
該
当
し
な
い
か
た
で
、
日
常

生
活
で
支
援
及
び
指
導
が
必
要
な

か
た

利
用　

家
事
援
助
、
一
週
間
２
回

以
内
で
１
回
１
時
間
30
分
未
満

料
金　

介
護
保
険
制
度
と
同
じ
１

割
負
担
（
２
２
９
〜
２
９
１
円
）

③
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（
自
立
生
活
支
援
事
業
）

条
件　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た
で
、
生
活
支
援

及
び
指
導
が
必
要
な
か
た
。
介
護

者
が
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
と
き
な
ど

利
用　

７
日
間
以
内
／
月

料
金　

１
日
当
た
り
２
２
４
１
〜

３
３
１
８
円
（
食
費
・
滞
在
費
含

み
）
で
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

④
家
族
介
護
者
交
流
事
業

　

在
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て

い
る
か
た
の
交
流
を
図
る
。

条
件　

要
介
護
３
〜
５
に
相
当
す

る
か
た
、
重
度
の
認
知
症
状
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

利
用　

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

の
た
め
、
宿
泊
、
日
帰
り
旅
行
、

施
設
見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。

⑤
高
齢
者
寿
賀
祝
品
支
給
事
業

　

長
寿
を
祝
福
し
祝
品
を
支
給
し

ま
す
。

条
件　

数
え
77
歳
、
88
歳
、
99
歳
、

１
０
０
歳

給
付　

77
歳
、
88
歳
は
町
の
賀
詞

・
祝
品
、
99
歳
は
県
の
賀
詞
及

び
町
の
祝
品
（
敬
老
会
で
支
給
）、

１
月
１
日
で
数
え
１
０
０
歳
の
か

た
に
３
万
円
（
施
設
入
所
者
１
万

円
）
を
支
給

⑥
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
者

　
激
励
金
支
給
事
業

　

ね
た
き
り
高
齢
者
な
ど
を
介
護

し
て
い
る
か
た
に
、
介
護
者
激
励

金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

６
カ
月
以
上
の
在
宅
の
介

護
者

給
付　

２
万
６
０
０
０
円

⑦
在
宅
介
護
お
む
つ
支
給
事
業

　

常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
ね
た
き

り
の
か
た
な
ど
に
、
お
む
つ
を
支

給
し
ま
す
。

条
件　

世
帯
の
収
入
額
合
計
が

（
90
万
円
×
18
歳
以
上
の
世
帯
員

数
＋
５
０
０
万
円
）
以
下
で
、
65

歳
以
上
か
つ
３
カ
月
以
上
の
在
宅

の
ね
た
き
り
な
ど
で
要
介
護
度
３

以
上
の
か
た
（
入
院
中
は
該
当
し

ま
せ
ん
）

給
付　

現
物
（
１
カ
月
当
た
り

４
０
０
０
円
相
当
以
内
）

⑧
地
域
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
事
業

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が

急
病
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
、

ご
く
簡
単
な
操
作
で
受
信
セ
ン
タ

ー
に
通
報
す
る
こ
と
の
で
き
る
緊

急
通
報
機
器
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

条
件　

単
身
高
齢
者
世
帯
、
65
歳

以
上
の
か
た
の
み
の
世
帯
、
ま
た

は
こ
れ
に
準
ず
る
町
民
税
非
課
税

世
帯

料
金　

１
カ
月
当
た
り
５
２
５
円

⑨
物
忘
れ
相
談
事
業

条
件　

物
忘
れ
な
ど
が
気
に
な
る

か
た
や
、
そ
の
家
族

利
用　

認
知
症
な
ど
の
早
期
発
見

・
治
療
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
精

神
科
医
に
よ
る
相
談
、
あ
る
い
は

訪
問
を
行
い
ま
す
。

＊
２
カ
月
に
１
回　

金
曜
日
の
午

後
２
時
か
ら
（
日
程
は
広
報
し
ら

た
か
で
お
知
ら
せ
予
定
）

料
金　

無
料

＊
事
前
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

⑩
元
気
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
事
業

　

体
力
・
運
動
機
能
の
維
持
向
上

を
目
的
に
、
週
１
回
２
時
間
程
度

の
運
動
を
行
う
教
室
で
す
。

条
件　

元
気
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
の

修
了
者
の
か
た
、
ま
た
は
運
動
を

希
望
す
る
65
歳
以
上
の
か
た

料
金　

１
回
に
つ
き
２
０
０
円

⑪
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

徘は
い

徊か
い

高
齢
者
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
位
置

確
認
装
置
）
を
貸
与
し
、
位
置
確

認
や
保
護
な
ど
高
齢
者
の
安
全
確

保
と
家
族
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

条
件　

屋
外
に
徘
徊
す
る
可
能
性

の
あ
る
高
齢
者
の
か
た
で
、
本
人

の
町
民
税
が
非
課
税
の
か
た

料
金　

月
額
５
２
５
円
（
そ
の
他
、

位
置
確
認
料
・
緊
急
時
現
場
急
行

料
な
ど
負
担
あ
り
）

⑫
高
齢
者
世
帯
等
雪
下
ろ
し
費
支

　
給
事
業

　

除
雪
費
を
支
給
し
ま
す
。

⑬
高
齢
者
世
帯
等
雪
は
き
支
援
事
業

　

除
雪
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
⑫
・
⑬
の
詳
細
は
、
広
報
し
ら

た
か
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
86

－

０
１
１
２
）
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■
心
身
障
が
い
者
福
祉

①
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

障
が
い
者
の
自
立
し
た
生
活
を

支
援
し
ま
す
。

内
容　

居
宅
介
護
、
生
活
介
護
、

短
期
入
所
、
就
労
継
続
支
援
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
居
宅
生
活

や
障
害
者
更
生
施
設
な
ど
へ
の
入

所
・
通
所
の
支
援

条
件　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が

い
者（
児
）で
支
援
が
必
要
な
か
た

＊
障
害
程
度
区
分
認
定
が
必
要
と

　

な
り
ま
す
。

料
金　

原
則
サ
ー
ビ
ス
料
の
一
割

負
担
と
食
費
な
ど
の
実
費
負
担

※
た
だ
し
課
税
・
収
入
状
況
な
ど

　

に
応
じ
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

②
補
装
具
費
支
給
事
業

　

障
が
い
者
（
児
）
の
身
体
機
能

を
補
完
・
代
替
す
る
も
の
を
装
着

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
し
た
生

活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
者

で
、
障
が
い
に
よ
り
必
要
な
か
た

利
用　

必
要
な
補
装
具
を
支
給
。

料
金　

原
則
経
費
の
１
割
負
担

※
た
だ
し
、
課
税
・
収
入
状
況
に

　

応
じ
て
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。

③
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　

障
が
い
者
（
児
）
が
日
常
生
活

を
営
む
う
え
で
の
困
難
を
改
善
し
、

自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

障
害
者
手
帳
所
有
の
か
た

利
用　

ス
ト
マ
、
お
む
つ
な
ど
の

給
付
、
便
器
、
手
す
り
、
住
宅
改

修
費
給
付
な
ど
。

料
金　

原
則
経
費
の
１
割
負
担

※
た
だ
し
、
課
税
・
収
入
状
況
に

　

応
じ
て
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
利
用
者
負

担
が
変
わ
り
ま
す

 

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
、
町

民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た
は
、
上

記
事
業
（
①
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

②
補
装
具
費
支
給
事
業
、
③
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業
）
を
利
用
さ

れ
る
場
合
、
負
担
額
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

　詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
地
域
生
活
支
援
事
業 

　

障
が
い
者
の
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

内
容　

障
害
者
相
談
支
援
事
業

（
無
料
）、
日
中
一
時
支
援
事
業
、

移
動
支
援
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
事
業
、
成
年
後
見
制

度
利
用
支
援
事
業
、
自
動
車
運
転

免
許
取
得
・
改
造
助
成
事
業
な
ど
。

条
件　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が

い
者（
児
）で
支
援
が
必
要
な
か
た

料
金　

原
則
サ
ー
ビ
ス
料
の
一
割

負
担
と
食
費
な
ど
の
実
費
負
担

⑤
心
身
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

　等
利
用
助
成
事
業

　

タ
ク
シ
ー
等
利
用
券
を
交
付
し

ま
す
。

条
件

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
の

　

か
た
（
た
だ
し
、
下
肢
機
能
障

　

害
は
１
〜
４
級
の
か
た
）

・
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
の
か
た

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

〜
２
級
の
か
た

利
用　

年
間
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

（
６
０
０
円
12
枚
綴
）
を
１
冊
交

付
。
腎
臓
障
害
で
透
析
の
た
め
通

院
の
か
た
は
２
冊
。

⑥
重
度
障
が
い
者
介
護
者
激
励
金

　

重
度
障
が
い
者
（
一
部
該
当
し

な
い
障
が
い
が
あ
り
ま
す
）
を
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
か
た
に
対
し
、

介
護
者
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
１
、２

級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
所
有
の
20

歳
以
上
65
歳
未
満
の
か
た
で
、
日

常
生
活
全
般
に
お
い
て
介
護
を
要

す
る
在
宅
の
障
が
い
者
の
介
護
者

給
付　

２
万
６
０
０
０
円

 

⑦
人
工
透
析
患
者
通
院
交
通
費

  

　助
成
事
業

　

人
工
透
析
療
法
を
受
け
る
た
め

の
通
院
交
通
費
の
助
成
を
行
い
ま

す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
の

所
得
税
非
課
税
の
か
た
で
、
生
活

保
護
法
な
ど
に
よ
り
通
院
交
通
費

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
か
た

＊
心
身
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

　

な
ど
利
用
助
成
事
業
と
の
併
用

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

給
付　

月
額
３
０
０
０
円

⑧
自
立
支
援
医
療
費
支
給
事
業

（
更
生
医
療
・
精
神
通
院
医
療
） 

　

自
立
支
援
医
療
費
を
支
給
し
、

福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

条
件　

更
生
医
療
・
精
神
通
院
医

療
の
対
象
疾
病
を
有
す
る
か
た
で
、

一
定
所
得
未
満
の
か
た

給
付　

医
療
保
険
の
個
人
負
担
分

の
一
部
を
給
付
（
課
税
・
収
入
状

況
な
ど
に
応
じ
て
給
付
額
が
異
な

り
ま
す
）

⑨
特
別
障
害
者
手
当
・

　
　
　障
害
児
福
祉
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重

度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

に
お
い
て
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
か
た
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

病
院
な
ど
に
３
カ
月
以
上

入
院
、
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て

い
な
い
か
た
、
本
人
及
び
扶
養
義

務
者
で
一
定
所
得
未
満
の
か
た

給
付　

20
歳
以
上
２
万
６
４
４
０
円

　
　
　

20
歳
未
満
１
万
４
３
８
０
円

　
　
　

年
４
回
支
給
（
月
額
）

 

⑩
障
害
者
相
談
支
援
事
業
（
無
料
）

　

障
が
い
者
の
自
立
し
た
生
活
を

支
援
す
る
た
め
、
相
談
業
務
を
委

託
し
て
い
ま
す
。

内
容　

障
が
い
者
や
ご
家
族
の
悩

み
や
相
談
に
対
し
て
、
専
門
的
な

職
員
が
相
談
を
受
け
、
そ
の
か
た

に
あ
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
生

活
に
関
す
る
悩
み
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
曜
か
ら
金
曜
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
休
み
）

連
絡
先

　サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お

き
た
ま（
☎
88

－

５
３
５
７
）

■
心
身
障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福
祉

係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）
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▼「平準化」とは？
…特別徴収（年金天引き）における年度前半（４、６、８月）の「仮徴収」と後半（10、12、２月）の「本徴収」
において、納付額に大きな差が生じる場合に納付額を調整する方法です。
　これにより、１回当たりに納付する保険料額が年間を通してほぼ同額になるため、特定の期間の年金受給額が
大幅に減少することがなくなり一定に保たれることになります。

介護保険料・後期高齢者医療保険料を平準化します

≪平準化の例≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　下記例は増額の例ですが、減額の場合も同様です。

これまで

平準化すると

軽自動車税について

●軽自動車税を口座振込されるかたへ

　軽自動車税を口座振込で納められたかたに対して
の車検時に必要な納税証明書は、６月中旬に発送し
ます。
　ただし、発送までの間に車検を受けられるかたに
は随時発行します。引き落としの確認時間を短くす
るため、お手数ですが引き落としの確認できる預金
通帳をご持参のうえ、税務出納課町民税係までおい
でください。

●軽自動車税の減免について

　身体障がい者のかたの軽自動車の減免は毎年申請
が必要です。平成22年度の申請の期間は、５月中旬
（納付書が届いた日）から５月24日（月）（納期限
の７日前）までです。
※平成22年度より、肝機能障害１級～３級のかたも
　減免の対象になります。

納期限は５/31（月）です

■問い合わせ　税務出納課町民税係（☎85－6132）

◇申請の際にお持ちいただくもの
　①身体障害者手帳
　②免許証
　③軽自動車税の納付書
　④印鑑
　※ただし、障がいの種類や等級により該当になら
　　ない場合もありますので、税務出納課までお問
　　い合わせください。

■問い合わせ　税務出納課町民税係（☎85－6132）

納付する金額のバラツキをなくすため

▼「平準化」の対象となるかたは？
…保険料の納付額に大きな差があるかた（対象となるかたには後日通知をいたします）。

▼いつから？
…対象となるかたは、６月の特別徴収（年金天引き）から納付額が変更になります。
　※本徴収の保険料は平成21年中の所得によって７月に決まります。所得が大幅に変わられたかたは、同額にな
　　らない場合がありますのでご了承ください。

税務出納課からお知らせ
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白
鷹
学
講
座
は
「
白
鷹
を
知
ろ

う
、
白
鷹
で
学
ぼ
う
」
を
合
い
言

葉
に
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る

人
が
集
ま
り
、
自
分
た
ち
で
事
業

の
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
著
名
な
か
た
を

お
呼
び
し
て
講
演
会
を
開
い
た
り
、

映
画
を
見
た
り
、
ま
た
は
白
鷹
の

温
故
知
新
的
な
活
動
を
行
っ
た
り

と
、
そ
の
時
々
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
年
齢
、

性
別
、
職
業
な
ど
立
場
の
違
う
人

が
集
ま
り
、
仲
間
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
は
、
と
て
も
楽
し
い
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
仲
間
は
多
い
ほ

ど
充
実
し
た
活
動
が
出
来
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
時
間
を
ほ
ん
の
少
し

分
け
て
い
た
だ
い
て
、
私
た
ち
と

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　

参
加
者
は
誰
も
が
素
人
で
す
し
、

参
加
す
る
に
何
の
知
識
も
気
兼
ね

も
い
り
ま
せ
ん
。 

「
何
か
し
て
み
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
で

す
。 

　

誰
で
も
き
っ
と
、
自
分
な
り
の

楽
し
み
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
！

※
次
の
と
お
り
今
年
度
１
回
目
の

　

企
画
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

５
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館　

２
階

「
第
１
・
２
研
修
室
」

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
学

事
務
局
／
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

「
白
鷹
学
講
座
」
で
は
一
緒
に
活
動
す
る

仲
間（
企
画
委
員
）を
募
集
し
て
い
ま
す

◆ファミリーサポート利用の手順

○美容院や歯医者さんに行きたいけど・・・　子どもを預かってくれる人がいない。
○子どもが病気になったり、保育園の送迎をしなければならないのに・・・　仕事が休めない。
→このような経験ありませんか？

　そこで、このような育児を支援するため、育児をお願いしたいかた（利用会員）に対して、育児を応援したい会員（協
力会員）が保育やお迎えをするなど、子育てを支援するのがファミリーサポートです。

利用会員
ファミリーサポートセ
ンターに保育・送迎を
お願いしたい日を連絡
する。（電話や直接訪問
などで）

ファミリーサポートセンター
協力していただける協力員を
調整し利用会員へ連絡する。

協力会員
保育・送迎が可能な
場合、協力する。

協力会員が援助の提供をする

「山崎ハコ
アコースティックライブ」

「おすぎの
　　　シネマトーク」

ファミリーサポートをご利用ください

◆ファミリーサポートの会員

◆ファミリーサポートの利用料金

○利用会員（子育てのお手伝いをして欲しいかた）
　町内在住で、おおむね小学校低学年以下の子どもの保護者。
○協力会員（子育ての応援ができるかた）
　町内在住のかた。
○両方会員
　利用会員と協力会員の両方を兼ねることもできます。

○平日
　午前７時～午後７時まで　１時間 600 円
　それ以外の時間　　　　　１時間 700 円
○土日・祝日　　　　　　　１時間 700 円

■手続き・問い合わせ
　健康福祉課子育て支援係
　ファミリーサポートセンター（☎ 86 － 0212）

●協力会員を募集しています！
　ファミリーサポートを更に充実するため、
子どもさんを預かっていただけるかた、子育
てを応援していただける協力会員のかたを募
集しています。
　子どもさんと接するのが大好きなかた大歓
迎です。
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　町
報
川
柳

　
　
　「

　芽

　」
　
　
　高
橋
白
兎

　選

家
畜
伝
染
病
（
口こ

う

蹄て
い

疫え
き

）
の
発

生
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
４
月
20
日
、
宮
崎
県

内
の
農
場
に
お
い
て
、
家
畜
伝
染

病
で
あ
る
口
蹄
疫
の
疑
似
患
畜
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

口
蹄
疫
は
、
牛
、
豚
な
ど
の
偶ぐ

う

蹄て
い

類る
い

の
動
物
に
感
染
す
る
病
気
で

あ
り
人
に
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
感
染
源
が
確
定
で
き

な
い
た
め
本
病
の
ま
ん
延
防
止
の

た
め
、
関
係
者
以
外
の
か
た
は
畜

舎
な
ど
の
施
設
に
は
近
づ
か
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
農

業
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
２
７
）

農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒
事
故

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

毎
年
、
農
作
業
事
故
に
よ
っ
て

約
４
０
０
人
も
の
命
が
失
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
の
約
３
分
の
１

は
農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒
が
原

因
で
す
。
春
を
迎
え
、
農
業
機
械

を
操
作
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
の

で
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

①
片
ブ
レ
ー
キ
に
よ
る
急
旋
回

　

作
業
が
終
わ
っ
た
ら
、
圃
場
を

出
る
前
に
ブ
レ
ー
キ
を
連
結
し
ま

し
ょ
う
。

②
圃
場
退
出
時
の
前
輪
浮
上

　

作
業
機
を
下
げ
て
、
傾
斜
に
対

し
て
直
角
の
向
き
で
退
出
し
ま
し

ょ
う
。

③
小
型
機
械
の
転
落
・
転
倒

　

走
行
時
は
ク
ラ
ッ
チ
を
使
わ
ず
、

ハ
ン
ド
ル
を
振
っ
て
曲
が
り
ま
し

ょ
う
。

■
農
林
水
産
省

農
家
の
か
た
も
労
災
保
険
に
加

入
で
き
ま
す

　

農
家
の
か
た
も
労
災
保
険
に
特

別
加
入
で
き
ま
す
。
万
が
一
の
事

故
に
備
え
て
「
労
災
保
険
」
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

●
特
別
加
入
で
き
る
制
度

①
特
定
農
作
業
従
事
者

②
指
定
農
業
機
械
作
業
従
事
者

③
中
小
事
業
主

※
制
度
内
容
、
手
続
き
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
労
働
基

準
監
督
署
（
☎
０
２
３
８

－

23

－

７
１
２
０
）

農
作
業
を
す
る
か
た
へ

日
本
赤
十
字
白
鷹
町
分
区

か
ら
お
知
ら
せ

　

平
成
21
年
度
に
発
生
し
た
災
害

に
つ
い
て
、
次
の
団
体
の
か
た
な

ど
よ
り
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◆
団
体
な
ど

　

鮎
貝
公
民
館　

様

　

瑞
岩
寺　
　
　

様　

　

こ
ぶ
し
会　
　

様

　

ほ
お
ず
き
会　

様

　

わ
か
あ
ゆ
会　

様

※
な
お
、
義
援
金
に
つ
い
て
は
白

　

鷹
町
分
区
を
経
由
し
、
山
形
県

　

支
部
へ
送
金
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
発
生
し
た
災
害

（
義
援
金
を
い
た
だ
い
た
災
害
）

○
鶴
岡
市
七
五
三
掛
地
区
地
す
べ

　り
災
害

○
福
岡
県
７
月
豪
雨
災
害

○
山
口
県
７
・
21
大
雨
災
害

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

○
ハ
イ
チ
地
震

○
チ
リ
大
地
震

　

４
月
30
日
、
消
防
団
協
力
事
業

所
表
示
制
度
の
表
示
証
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
消
防
団
協
力
事

業
所
表
示
制
度
」
と
は
、
事
業
所

の
消
防
団
活
動
へ
の
協
力
が
社
会

貢
献
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
る
と

同
時
に
、
事
業
所
の
協
力
を
通
じ

て
、
地
域
防
災
体
制
が
よ
り
一
層

充
実
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

制
度
で
す
。

　

町
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
こ
の

制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
も

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で

多
く
の
事
業
所
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
防
災
管

財
係
（
☎
85

－

６
１
２
４
）

地
域
の
防
災
体
制
充
実
へ
向
け
て

今
回
認
定
さ
れ
た
事
業
所

長
谷
川
建
設
株
式
会
社（
荒
砥
甲
）

衣
袋
建
設
株
式
会
社
（
畔
藤
）

株
式
会
社
高
橋
組
（
畔
藤
）

株
式
会
社
佐
藤
燃
料
店
（
十
王
）

大
嶋
緑
地
造
園
株
式
会
社（
山
口
）

株
式
会
社
菅
原
組
（
広
野
）

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
南
山
形（
十
王
）

※
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
と
し

　

て
認
め
ら
れ
た
事
業
所
は
表
示

　

証
を
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

　

制
度
を
広
く
公
表
す
る
と
と
も

　

に
、
地
域
防
災
に
努
め
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

町長から表示証が交付

今
回
認
定
さ
れ
た
事
業
所

長
谷
川
建
設
株
式
会
社

衣
袋
建
設
株
式
会
社
（
畔
藤
）

株
式
会
社
高
橋
組
（
畔
藤
）

株
式
会
社
佐
藤
燃
料
店
（
十
王
）

大
嶋
緑
地
造
園
株
式
会
社

株
式
会
社
菅
原
組
（
広
野
）

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
南
山
形

※
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
と
し

　

て
認
め
ら
れ
た
事
業
所
は
表
示

　

証
を
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

　

制
度
を

　

に
、
地
域
防
災
に
努
め
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。
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佳
作　

八
十
路
坂
老
い
の
芽
育
て
る
爺
と
婆　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

雪
の
下
新
芽
あ
た
た
め
時
を
待
つ　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

〃　
　

孫
就
職
初
恋
芽
生
え
結
ば
れ
る　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

春
彼
岸
桜
も
芽
吹
く
温
か
さ　
　
　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

〃　
　

温
暖
化
小
屋
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
芽
が
の
び
る　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

人
生
も
芽
が
出
て
葉
が
出
花
が
咲
く　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

不
揃
い
の
芽
だ
が
育
て
る
太
い
腹　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

タ
ラ
の
芽
も
一
役
買
っ
て
村
お
こ
し　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

根
性
が
芽
ば
え
背
中
で
駄
々
を
こ
ね　
　
　

高　

岡　

安
部　

一
衛

〃　
　

入
学
児
新
芽
の
よ
う
に
す
く
す
く
と　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

〃　
　

山
芽
吹
き
小
川
が
ぬ
る
み
人
動
く　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

〃　
　

桜
の
芽
三
寒
四
温
で
足
を
踏
む　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

秀
句　

雑
草
は
踏
ま
れ
摘
ま
れ
て
尚
芽
吹
く　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

農
一
途
土
と
語
ら
い
芽
を
育
て　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

芽
が
出
た
ら
忽
ち
ウ
ド
の
大
木
に　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

初
な
り
を
夢
見
て
桃
に
芽
つ
ぎ
す
る　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

〃　
　

紅
梅
の
花
芽
に
冷
た
い
春
の
雪　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

〃　
　

春
日
和
芽
吹
く
命
の
た
く
ま
し
さ　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

千
年
の
眠
り
を
醒
ま
す
蓮
芽
出
る　
　
　
　

藤
沢
市　

田
苗　

創
真

〃　
　

街
路
樹
の
こ
ぶ
し
芽
吹
い
て
笑
い
合
う　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

芽
吹
く
音
春
の
扉
を
開
け
る
音　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

〃　
　

木
の
芽
さ
げ
春
を
食
べ
な
と
置
い
て
ゆ
く　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

五
客　

風
雪
に
耐
え
た
農
の
手
今
芽
吹
く　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

雨
あ
が
り
新
芽
輝
く
ひ
と
し
ず
く　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

タ
ラ
の
芽
の
若
さ
頂
く
春
の
味　
　
　
　
　

畔　

藤　

大
木
つ
る
ゑ

〃　
　

芽
吹
く
春
迎
え
て
生
き
る
夢
ひ
と
つ　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

育
む
芽
母
は
無
償
の
愛
注
ぐ　
　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

人
位　

ど
ん
底
で
何
時
か
芽
の
出
る
春
を
待
つ　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

地
位　

ど
ん
な
芽
が
出
る
の
か
子
等
の
未
来
像　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

天
位　

命
の
芽
育
む
春
の
水
光
る　
　
　
　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

軸　
　

花
の
芽
を
摘
む
少
年
の
片
思
い　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　

兎　

次
回　

「
紙
」
五
月
末
ま
で
。　

「
祈
る
」
六
月
末
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八
―
二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

　町
報
川
柳　
　
　

「　

芽

　」　　
　

高
橋
白
兎　

選

「きんぎょ」

　　　　　保育園で飼っている金魚を見て
Ｓちゃん「家では何も飼ってねげど、ばあちゃんの家ではべごと
　　　　　きんぎょ飼ってだよ。」
保育士　「そうなんだぁ…」
Ｓちゃん「あっ！家でびっきカエル飼ってだっけ！」
保育士　「何びき飼ってるの？」
Ｓちゃん「今はまだ寒いから出てこねな…」
　　　　　早く暖かくなって出てくるといいね

ひがしね保育園

　広報紙の有料製本を今年も行います。希望されるか
たは、下記によりお申し込みください。
●製本対象
　平成 21 年度に発行した
　　広報しらたか（No.1014 ～ 1037）
　　議会だより　（No.102 ～ 105）
●申込方法
○各地区公民館、または総務課情報係へお持ちくださ
　い。
○広報紙つづりに、住所と氏名を書いてください。
　（はっきり分かるように記入してください）
○公民館に備え付けてある受付表に住所と氏名を書い
　てください。
●受付期間　６月 11日（金）まで
●製本後のお渡しとお支払い
○製本が終わりましたら、各ご家庭へ郵送します。
○同封する「納付書」により、町内金融機関（ゆうちょ

　銀行は除く）、または役場出納窓口で料金をお支払い
　ください。
●料金　１部　500 円
●お願い
○広報しらたか、議会だよりしらたか以外の印刷物な
　どは入れないようにしてください。
○つづる順番は広報しらたか４月号が一番上になるよ
　うにし、おしらせ版３月号の後に、議会だよりを整
　理してください。
○一部の号が抜けている場合は
　できるかぎり補充しますので、
　不足の号を表紙に明記してく
　ださい。

■問い合わせ
　総務課情報係（☎ 85 － 6121）

平成 21年度版
　　　広報しらたか・議会だよりしらたかの有料製本サービスを行います



支出日 区　分 支出額 (円) 内　　　　容

4 月  5 日 御祝 5,000　 白鷹町パークゴルフ協会通常総会

4 月  8 日 御祝 3,000　 白鷹町そばの里づくり振興会総会

4 月  9 日 御祝 3,000　 商工会女性部通常総会

4 月 14 日 御祝 3,000　 白鷹町酪農組合通常総会

4 月 16 日 御祝 3,000　 商工会建工部通常総会

4 月 16 日 御祝 5,000　 第三分団ポンプ入庫祝賀会

4 月 20 日 御祝 3,000　 白鷹町商工青年部通常総会

4 月 23 日 御祝 3,000　 十王老人クラブ総会

4 月 26 日 献酒 2,960　 交通安全祈願祭につき

4 月 26 日 御祝 3,100　 安全豊漁祈願祭

4 月 26 日 御祝 3,100　 さくらまつり

4 月 26 日 御祝 3,100　 丈六地蔵尊大祭礼

4 月 26 日 御祝 3,000　 釜の越桜ライトアップ点灯式

4 月 28 日 御祝 20,000　 アーレスティー山形 50 周年記念祝賀会

計 63,260　 

●18　　 広報しらたか　2010.5.12

４月の町長交際費

　平成22年４月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

　

年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
多
く
の

人
は
筋
力
や
体
力
だ
け
で
な
く
、

記
憶
力
や
判
断
力
も
低
下
し
て
い

き
ま
す
。

　

そ
れ
ら
は
日
頃
の
生
活
を
改
善

し
た
り
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

低
下
す
る
速
度
を
や
わ
ら
げ
た
り
、

症
状
を
穏
や
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

認
知
症
の
た
め
に
性
格
が
怒
り

っ
ぽ
く
な
っ
た
り
、
徘は

い

徊か
い

な
ど
の

問
題
行
動
が
み
ら
れ
る
か
た
に
つ

い
て
は
、
家
族
や
地
域
の
か
た
の

は
た
ら
き
か
け
が
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
た
か
た
は
、
新

し
い
こ
と
を
覚
え
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
ま
す
が
、
若
い
こ
ろ
や
以

前
の
こ
と
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
自
分
が
今
も
若
い

こ
ろ
の
よ
う
に
で
き
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
で
す
が
、
豊
か
な
人
生

経
験
で
築
い
た
プ
ラ
イ
ド
は
健
在

し
て
い
ま
す
。
そ
の
プ
ラ
イ
ド
を

傷
つ
け
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
丁

寧
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
認
知
症

の
か
た
も
そ
の
忠
告
を
受
け
入
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
や
周
囲
が
困
る
よ

う
な
行
動
で
あ
っ
て
も
、
認
知
症

の
か
た
な
り
の
理
由
が
あ
る
こ
と

が
多
い
も
の
で
す
。
そ
の
理
由
は
、

自
分
が
物
忘
れ
を
し
て
し
ま
う
と

い
う
現
実
か
ら
の
シ
ョ
ッ
ク
、
今

後
の
生
活
へ
の
不
安
な
ど
が
形
に

な
っ
て
表
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
頭
ご
な
し
に
止
め

た
り
、
し
か
っ
た
り
す
る
と
、
本

人
の
心
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
、
認

知
症
が
更
に
悪
化
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
認
知
症

に
な
っ
て
も
感
情
は
豊
か
な
ま
ま

残
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
そ

の
理
由
を
聞
く
な
ど
し
て
本
人
の

不
安
や
悩
み
を
一
緒
に
考
え
た
り

し
な
が
ら
対
応
で
き
れ
ば
、
認
知

症
の
か
た
と
の
信
頼
関
係
が
深
ま

り
、
こ
ち
ら
の
話
し
を
怒
ら
ず
に

聞
い
て
く
れ
た
り
、
意
見
を
受
け

入
れ
て
く
れ
た
り
と
互
い
に
快
適

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

家
族
や
介
護
者
を
困
ら
せ
る
問

題
行
動
に
暖
か
い
言
葉
を
か
け
る

と
い
う
こ
と
は
、
初
め
の
う
ち
は

難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
自
分
の
気
持
ち
を
抑
え

る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
認

知
症
の
か
た
本
人
は
快
適
な
生
活

が
で
き
た
と
し
て
も
、
介
護
者
・

家
族
は
気
持
ち
が
疲
労
し
が
ち
で

す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、

介
護
者
・
家
族
の
気
分
転
換
の
時

間
を
持
ち
ま
し
ょ
う
！

■
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

物
忘
れ
・
認
知
症
を
悪
化

さ
せ
な
い
た
め
に

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

定
例
会（
毎
月
第
４
木
曜
日
）

　

認
知
症
や
物
忘
れ
に
つ
い
て
相

談
し
た
り
、
認
知
症
の
家
族
の
介

護
を
し
て
き
た
か
た
の
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
86

－

０
１
１
２
）
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催　し

三
ッ
瀧
不
動
尊
大
祭

　

眼
病
平
癒
、
火
盗
消
除
、
養
蚕

安
全
、
交
通
安
全
の
守
護
「
三
ッ

瀧
不
動
尊
」
の
大
祭
が
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

三
ッ
瀧
不
動
尊
境
内

（
雨
天
の
場
合　

貝
生
公
民
館
）

▼
御
礼　

一
体
５
０
０
円

▼
名
物　

「
流
し
ソ
ー
メ
ン
」
と

山
菜　

お
一
人
様
６
０
０
円
（
昼

12
時
ま
で
）

▼
交
通　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

　

役
場
前
午
前
９
時
30
分
発

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
観
光
協

会
（
☎
86

－

０
０
８
６
）

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
い
つ　

５
月
16
日
（
日
）

▼
集
合
時
間　

午
前
５
時
45
分

▼
集
合
場
所　

荒
砥
駅

▼
コ
ー
ス　

大
平
山
一
周
コ
ー
ス

▼
内
容　

早
朝
の
澄
ん
だ
空
気
を

胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
み
、
新
緑
や

春
の
花
々
を
眺
め
な
が
ら
、
大
平

山
周
辺
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
。

※
申
込
み
不
要
で
す
。
当
日
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
（
健
康
福
祉

課
健
康
推
進
係
／
☎
86

－

０
２
１

０
）

白
鷹
町
民
登
山

　

残
雪
と
新
緑
の
葉
山
へ
登
ろ
う

▼
い
つ　

５
月
30
日
（
日
）
午
前

７
時
50
分
集
合

▼
集
合
場
所　

上
ノ
台
公
園

▼
持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
、
飲
料

水
、
防
寒
具
（
必
携
）

おしらせ

５
月
は
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー

ル
強
化
月
間
で
す

　

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
法

律
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

○
不
法
投
棄
１
１
０
番
電
話

　

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
４

○
白
鷹
町
不
法
投
棄
窓
口
電
話

　

☎
85

－

６
１
３
１

※
な
お
、
不
法
投
棄
１
１
０
番
電

　

話
に
つ
い
て
は
、
強
化
月
間
中

　

の
み
で
な
く
、
常
時
開
設
し
て

　

お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
地
区
不
法

投
棄
防
止
対
策
協
議
会
事
務
局

（
置
賜
総
合
支
庁
環
境
課
内
／
☎

０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
４
）

第
３
次
山
形
県
総
合
発
展
計

画
出
張
説
明
会
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
今
年
３
月
に
策
定
し

た
、
こ
れ
か
ら
の
県
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
「
第
３
次
山
形
県
総
合

発
展
計
画
」
を
よ
り
多
く
の
皆
さ

ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ご

希
望
に
応
じ
職
員
が
各
種
会
合
な

ど
に
お
伺
い
し
て
計
画
の
内
容
を

説
明
す
る
出
張
説
明
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担

当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
政
策
企
画
課

企
画
・
計
画
推
進
担
当
（
☎
０
２

３

－

６
３
０

－

２
８
９
５
）

自
動
車
税
の
納
税
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月

31
日
（
月
）
で
す
。
お
近
く
の
金

融
機
関
及
び
総
合
支
庁
税
務
担
当

課
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
か
ら
も
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
総
合
支
庁
で
は
、
休
日
の
納
税

　

窓
口
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
の

　

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
税
務
課

（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
０
０
５
）

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
で
人
権
思

想
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
族
間
の
い
ざ
こ
ざ
、
老
人
・
子

ど
も
へ
の
虐
待
、
い
じ
め
問
題
な

ど
お
困
り
の
事
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
町
の
人
権
擁
護
委
員

　

湯
澤
信
弘
さ
ん
（
山
口
）

　

小
口
豊
吉
さ
ん
（
鮎
貝
）

　

蒲
生
成
子
さ
ん
（
荒
砥
）

　

丸
川
敬
浩
さ
ん
（
十
王
）

　

戸
借
清
策
さ
ん
（
中
山
）

　

小
形
綾
子
さ
ん
（
畔
藤
）

▼
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談
日

○
毎
月
第
３
水
曜
日　

老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
１
５
０
）

※
社
会
福
祉
協
議
会

　

詳
し
く
は
お
し
ら
せ
版
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

○
人
権
特
設
相
談
日　

６
月
２
日

（
法
務
局
職
員
も
ま
い
り
ま
す
）

○
法
務
局
相
談
日　

毎
週
月
曜
日

山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局
（
☎

０
２
３
８

－

22

－

２
１
４
８
）

■
担
当　

健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
86

－

０
１
１
１
）

▼
参
加
料　

５
０
０
円
（
写
真
・

保
険
料
）

▼
締
め
切
り　

５
月
24
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
山

岳
会
事
務
局
（
伊
藤
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

85

－

４
２
７
６
／
舩
山
☎
85

－
０

１
７
７
）
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募　集

「
や
ま
が
た
森
の
感
謝
祭

　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
０
」

　

森
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
い
つ　

６
月
５
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

善
意
の
毛
布
を
ア
フ
リ
カ
へ

　

自
然
災
害
や
紛
争
で
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
被
災
民

や
難
民
な
ど
に
「
い
の
ち
の
支
え
」

と
な
る
毛
布
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

現
地
の
人
び
と
の
手
に
届
く
ま
で

の
海
外
輸
送
費
１
０
０
０
円
の
ご

協
力
を
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

５
月
31
日
ま
で

▼
収
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

５
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
２
時　

荒
砥
地
区
公
民
館

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ア
フ
リ
カ
へ
毛

布
を
お
く
る
運
動
置
賜
地
区
実
行

委
員
会
／
今
野
（
☎
85

－

５
９
６

４
）
午
後
２
時
～
６
時

11
人
の
審
査
の
目
「
検
察
審
査
会
」

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
一
般
国
民
か
ら
無
作
為
に
選

ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
で
構

成
さ
れ
、
被
害
者
か
ら
の
の
申

し
立
て
な
ど
を
も
と
に
、
検
察
官

が
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ

た
こ
と
（
こ
れ
を
「
不
起
訴
処
分
」

と
い
い
ま
す
）
が
よ
か
っ
た
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
の
を
主
な
仕
事

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
つ
か
あ
な
た
も
検
察
審
査
員

に
選
ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

法
律
の
知
識
な
ど
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
普
通
に
社
会
生
活
を
営
ま

れ
て
い
れ
ば
十
分
に
役
目
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
内
、
検
察
審
査
会
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

債
務
整
理
無
料
相
談
会

　

高
い
金
利
で
借
入
れ
を
し
て
い

る
か
た
や
多
重
債
務
で
お
悩
み
の

か
た
に
対
し
て
、
専
門
家
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

▼
ど
こ
で　

ろ
う
き
ん
長
井
支
店

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
地
区
労

働
者
福
祉
協
議
会
（
労
金
長
井
支

店
／
☎
84

－

１
１
０
０
）

「
あ
や
め
１
０
０
周
年
号
」

（
ト
ロ
ッ
コ
列
車
）を
運
行
し
ま
す

　

「
あ
や
め
公
園
」（
長
井
市
）

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、
イ
ベ

ン
ト
列
車
が
運
行
さ
れ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
運
行
日　

６
月
12
日
（
土
）、

13
日
（
日
）

●
「
あ
や
め
１
０
０
周
年
号
１
号
」

　

運
転
区
間

　

Ｊ
Ｒ
米
坂
線
・
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

（
米
沢
～
今
泉
～
長
井
）

●
「
あ
や
め
１
０
０
周
年
号
２
号
」

　

運
転
区
間

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線（
長
井
～
赤
湯
）

●
「
あ
や
め
１
０
０
周
年
号
３
号
」

　

運
転
区
間

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線（
赤
湯
～
荒
砥
）

●
「
あ
や
め
１
０
０
周
年
号
４
号
」

　

運
転
区
間

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線（
荒
砥
～
今
泉
）

※
運
転
区
間
の
運
賃
な
ど
は
通
常

　

と
同
じ
で
す
。

※
運
行
時
間
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
鉄
道
株
式

会
社
営
業
部（
☎
88

－

２
０
０
２
）

▼
ど
こ
で　

源
流
の
森（
飯
豊
町
）

▼
内
容

①
森
づ
く
り
活
動　

（
植
樹
、
下

　

刈
り
な
ど
）

②
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
陶
芸
な
ど
）

③
森
の
大
抽
選
会
（
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

あ
り
）

④
ふ
る
ま
い
コ
ー
ナ
ー（
山
菜
汁
）

⑤
物
販
コ
ー
ナ
ー
（
山
菜
、
キ
ノ

　

コ
な
ど
）

▼
参
加
料　

無
料

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
森
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
は
事

　

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

や
ま
が

た
森
の
感
謝
祭
実
行
委
員
会
（
置

賜
森
林
整
備
課
／
☎
０
２
３
８

－

35

－

９
０
５
３
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

①
宝
前
住
宅

▼
所
在
地　

大
字
十
王
５
５
０
２

－

11
▼
募
集
戸
数　

一
般
用
１
戸

▼
間
取
り　

８
＋
６
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃　

月
額
１
万
８
４
０
０
円

～
３
万
６
２
０
０
円

②
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
１
号

▼
所
在
地　

大
字
荒
砥
乙
７
２
５

－

１
▼
募
集
戸
数　

一
般
用
１
戸

▼
間
取
り　

８
＋
６
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃　

月
額
２
万
４
９
０
０
円

～
４
万
８
９
０
０
円

○
共
通
事
項

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
資
格　

入
居
す
る
世
帯
の

収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基
準
以
下

で
、
同
居
す
る
親
族
が
い
る
住
宅

困
窮
者

※
高
齢
者
世
帯
、
心
身
障
害
者
世

　

帯
、
母
子
世
帯
、
多
子
世
帯
に

　

対
し
て
、
入
居
に
あ
た
り
優
遇

　

措
置
が
あ
り
ま
す
。

▼
入
居
時
期　

７
月
上
旬

▼
募
集
期
間　

５
月
31
日
（
月
）

～
６
月
４
日
（
金
）

▼
申
込
受
付
場
所　

置
賜
総
合
支

庁
西
庁
舎
総
合
案
内
窓
口

▼
申
込
受
付
時
間　

午
前
10
時
～

午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
す
ま
い

情
報
セ
ン
タ
ー
置
賜
事
務
所
（
☎

０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２
）

裁
判
所
見
学
会
を
実
施
し
ま
す

　

憲
法
週
間（
５
月
１
日
～
７
日
）

に
ち
な
ん
だ
裁
判
所
見
学
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

５
月
27
日
（
木
）

　
　

午
後
１
時
10
分
～
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
地
方
・
家
庭
裁

判
所
米
沢
支
部
（
米
沢
市
中
央
４

－

９

－

15
）
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広告

▼
内
容　

刑
事
裁
判
傍
聴
、
裁
判

手
続
説
明
、
庁
舎
内
見
学
な
ど

▼
募
集
人
数　

受
付
順
に
30
人

▼
申
込
方
法　

電
話
に
よ
る
申
込

み
（
山
形
地
方
裁
判
所
米
沢
支
部

庶
務
課
／
土
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
裁
判

所
米
沢
支
部
庶
務
課
（
☎
０
２
３

８

－

22

－

２
１
６
５
）

「
農
業
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

研
修
」
参
加
者
募
集

　

主
要
な
農
業
機
械
の
日
常
点
検

整
備
を
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
研
修
で
す
。

▼
い
つ

○
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
コ
ー
ス

　

６
月
18
日
（
金
）
午
前
10
時

○
刈
払
機
・
動
噴
、
コ
ン
バ
イ
ン

　

コ
ー
ス　

　

８
月
27
日
（
金
）
午
前
10
時

▼
ど
こ
で　

山
形
県
立
農
業
大
学

校
短
期
研
修
施
設
「
緑
風
館
」
及

び
機
械
研
修
施
設

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
作
業
着

▼
募
集
人
数　

各
コ
ー
ス
20
人

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
）

▼
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
①
希

望
コ
ー
ス
②
郵
便
番
号
③
住
所
④

氏
名
⑤
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
申

し
込
み
下
さ
い
。

▼
締
切　

開
催
日
の
２
週
間
前

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４
）
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

k
en
sh
u
@
y
n
o
d
ai.ac.jp

賛
助
会
員
募
集

　

財
団
法
人
山
形
県
国
際
交
流

協
会
で
は
、
県
民
の
国
際
交
流

活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
に
賛

助
会
員
制
度
を
設
け
て
お
り
、

国
際
交
流
・
協
力
に
関
心
の
あ

る
か
た
で
、
本
協
会
の
活
動
に

賛
同
い
た
だ
け
る
か
た
は
ど
な

た
で
も
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　

会
員
の
か
た
に
は
、
協
会
発

行
の
機
関
誌
・
外
国
語
情
報
誌

を
無
料
送
付
、
協
会
実
施
イ
ベ

ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
ご
案

内
と
参
加
費
割
引
な
ど
の
特
典

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
個
人
会
員

　

一
口　

３
０
０
０
円

▼
団
体
・
法
人
会
員

　

一
口　

１
万
円

▼
会
員
有
効
期
限　

当
該
年
度

の
末
日
ま
で

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

（
財
）

山
形
県
国
際
交
流
協
会
（
☎

０
２
３

－

６
４
７

－

２
５
６
０
）

働
き
な
が
ら
学
ぶ
入
門
講
座

「
受
講
生｣

募
集

○
野
菜
入
門
講
座

　

野
菜
栽
培
の
基
礎
を
夜
間
に

学
ぶ
講
座
で
す
。

▼
開
催
回
数　

７
回

　

（
５
月
20
日
か
ら
）

▼
会
場　

天
童
市
市
民
文
化
会

館
３
階
実
習
室

▼
募
集
人
数　

30
人　
　
　

▼
申
込
期
限　

５
月
13
日
（
木
）

○
稲
作
入
門
講
座

　

水
稲
栽
培
の
基
礎
を
夜
間
に

学
ぶ
講
座
で
す
。

▼
開
催
回
数　

６
回

　

（
５
月
24
日
か
ら
）

▼
会
場　

三
川
町
公
民
館
第
２

研
修
室

▼
募
集
人
数　

30
人　
　
　

▼
申
込
期
限　

５
月
17
日
（
月
）

○
果
樹
入
門
講
座

　

果
樹
栽
培
の
基
礎
を
夜
間
に

学
ぶ
講
座
で
す
。

▼
開
催
回
数　

９
回

　

（
５
月
19
日
か
ら
）

▼
会
場　

天
童
市
市
民
文
化
会

館
３
階
実
習
室

▼
募
集
人
数　

50
人

▼
申
込
期
限　

５
月
12
日
（
水
）

▼
時
間　

　

各
講
座
午
後
６
時
30
分
～
９
時

▼
受
講
料　

各
講
座
無
料

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

県
立
農

業
大
学
校
研
修
部（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４
）



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢
荒砥甲　伊　藤　と　く　89
横田尻　小　林　二　男　84
荒砥甲　菅　原　よ　つ　84
横田尻　小谷部　繁　藏　95
十　王　髙　谷　正　之　96
荒砥甲　海老名　正　二　96
山　口　渡　部　千代美　82
十　王　松　野　志津子　85
荒砥甲　梅　津　こ　う　93
十　王　山　口　ヒテノ　88
山　口　中　川　博　子　39
鮎　貝　石　山　久　次　70
横田尻　髙　橋　コ　ウ　104
山　口　髙　木　善　榮　73
荒砥甲　大　宮　昭　一　82
浅　立　鈴　木　冨喜子　53
箕和田　　今　　信　子　78

【4月1日～4月30日届出】

▼
今
年
の
釜
の
越
桜
の
満
開
時
期
は

５
月
２
日
。「
こ
ん
な
に
桜
の
時
期
が

遅
く
な
っ
た
の
は
記
憶
に
な
い
な
ぁ
」

桜
の
写
真
を
撮
っ
て
い
た
と
き
に
聞

い
た
言
葉
で
す
。

▼
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
釜

の
越
桜
の
満
開
の
時
期
を
確
認
し
て

み
る
と
、
平
成
12
年
に
５
月
１
日
満

開
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
４
月
中
旬
か
ら

下
旬
。
４
月
中
旬
に
10
㌢
を
越
え
る

積
雪
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
仕

方
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
予

約
し
て
い
た
観
光
バ
ス
に
乗
っ
て
き

た
観
光
客
や
お
も
て
な
し
の
準
備
を

し
て
き
た
地
元
の
か
た
に
と
っ
て
は

大
変
残
念
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
自
然
の
力
の
前
で
は
無
力
な
も

の
で
す
ね
。

　
　
　
　（
お
お
た
き
）

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

広　野 山口
悠　太 唯

ゆい

　斗
と

良　江

鮎　貝 佐竹
善　幸 巧

たくみ

奈　美

横田尻 渡辺 彰 優
ゆう

　心
ご

優　美

萩　野 梅津 雅　紀 瑠
る

　鋳
い

伺　幸

荒砥甲 竹田 則　幸 圭
けい

　吾
ご

希

畔　藤 菅原
康　之

陽
はる

　翔
と

美　幸

十　王 橋本
整　一

晴
はる

　斗
と

たき子

N
o.1040

2010-5
-12

　　氏　　　名　　　  住所

（長　嶋　賢　二　　埼玉県
矢羽木　　環　　　鮎　貝

（小　野　孝　二　　広　野
髙　橋　冬　美　　浅　立

（平　井　信　幸　　畔　藤
佐　藤　有希子　　飯豊町

ご結婚おめでとう

みんなで広げる
信　通

サ
ークル

輪

白鷹ヒップホップサークル　（代表　青木 佐奈江　さん）

◆
結
成
は
い
つ
で
す
か
？

○
平
成
19
年
２
月
で
す
。

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

○
小
中
高
生
か
ら
50
代
ま
で
23
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

○
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
の
振
り
付
け

を
し
て
い
た
だ
い
た
中
野
は
る
み

先
生
と
出
会
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。

◆
ど
ん
な
内
容
で
す
か
？

○
激
し
く
踊
る
の
で
は
な
く
、
体

幹
運
動
を
正
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
は
リ
ズ
ム
感
と
他
の
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
、
大
人
は
無
理
な
く
楽
し
く

か
ら
だ
を
動
か
す
ス
ト
レ
ス
解
消

に
な
り
ま
す
。

◆
練
習
は
い
つ
し
て
い
る
ん
で
す

か
？

○
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
に
東
根

地
区
公
民
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
宿
題
、
大
人
は
家
事
を

終
え
て
か
ら
の
午
後
８
時
か
ら
９

時
ま
で
１
時
間
で
す
。

◆
最
後
に
ひ
と
言

○
中
野
先
生
は
県
内
外
に
生
徒
を

も
つ
元
気
で
パ
ワ
フ
ル
な
女
性
で

す
。
体
験
・
見
学
は
無
料
で
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先　

青
木
（
☎
０
９
０

－

８
６
１
０

－

９
６
５
３
／
夜
間
の

み
）
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